
松
尾
神
社
領
伯
嘗
国
東
郷
庄
の
一
考
察

-
1
l
主
と
し
て
和
与
中
分
図
を
中
心
に
|
|

渡

久

辺

雄

松尾神社領伯番国東郷庄の)考察

は
し
が
き

て
東
郷
池
の
環
境

二
、
「
東
郷
庄
和
与
中
分
図
」
の
歴
史
的
背
景

三
、
「
東
郷
圧
和
与
中
分
図
」
の
内
容

四
、
羽
合
平
野
の
集
落
に
つ
い
て

{ま

じ

め

条
里
遺
構
の
見
ら
れ
る
地
域
で
は
、
何
と
な
く
集
落
(
耕
地
・
宅
地
・
道
路
・
水
路
を
含
め
た
)

の
形
成
や
そ
の
変
遷
過
程
が
整
然
と

つ
か
め
そ
う
な
気
が
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
視
覚
に
よ
る
幻
想
で
あ
っ
て
、
歴
史
性
が
、
ど
れ
こ
れ
な
く
現
在
の
景
観
の
上
に
平
板
に
投

影
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
実
情
で
は
き
わ
め
て
困
難
な
問
題
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
若
し
い
く
ら
か
で
も
現
在
の
景
観
に
投

影
さ
れ
て
い
る
歴
史
性
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
得
る
な
ら
、
必
ず
し
も
不
可
能
な
課
題
と
も
い
い
切
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
目
的
の
た

41 

め
に
は
条
件
に
恵
ま
れ
た
地
域
が
必
要
で
あ
り
、
幸
い
あ
る
結
果
が
出
た
と
し
て
も
そ
れ
は
極
め
て
部
分
的
地
方
的
で
あ
る
こ
と
も
当
然
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な
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
目
標
か
ら
今
回
は
鳥
取
県
東
伯
郡
に
あ
る
東
郷
池
西
方
の
羽
合
平
野
の
場
合
を
一
例
証
と
し
て
取
り
あ
げ
て
み
た
。
方
法
的

に
は
従
来
の
こ
の
地
の
条
里
制
研
究
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
東
郷
池
に
関
す
る
研
究
報
告
に
よ
り
自
然
環
境
の
特
徴
を
見
き
わ
め
、
松
尾
神

社
文
書
、
原
田
家
系
図
(
地
頭
)
を
縦
軸
に
、

「
松
尾
神
社
和
与
中
分
図
」
を
横
軸
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
歴
史
的
背
景
を
求
め
、

つ
い
で
羽

合
平
野
に
残
る
近
世
史
料
(
地
詰
帳
・
縄
入
帳
・
田
畑
地
続
全
図
)
を
操
作
し
て
具
体
的
に
幾
つ
か
の
集
落
の
変
遷
を
考
察
し
て
み
た
o

し
か
し
結
果
的
に
は
近
世
史
料
の
分
析
、
解
明
に
意
外
に
手
間
ど
り
、
筆
者
と
し
て
は
部
分
的
な
、

し
か
も
推
定
と
い
う
形
の
結
論
し
か

得
ら
れ
ず
、

「
歴
史
的
地
誌
」
と
い
う
み
じ
め
な
姿
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
方
法
的
に
誤
っ
た
と
い
う
考
え
は
な
く
、

い
つ
か
は
よ

り
的
確
な
も
の
が
つ
か
め
そ
ラ
な
気
が
し
て
い
る
o

従
っ
て
今
回
の
報
告
は
そ
う
し
た
意
味
で
の
大
方
の
御
批
判
を
受
け
た
い
。

一
、
東
郷
池
の
環
境

現
在
、
池
の
北
|
西
部
が
羽
合
町
、
南
ー
東
部
が
東
郷
町
に
所
属
す
る
o

羽
合
町
は
旧
宇
野
・
橋
津
・
浅
津
・
長
瀬
の
各
村
の
合
併
に

よ
る
も
の
で
、
近
世
に
は
宇
野
・
橋
津
・
土
橋
津
・
赤
池
・
南
谷
・
光
吉
・
下
浅
津
・
上
浅
津
・
長
瀬
・
田
後
・
水
下
・
久
留
の
諸
集
落

か
ら
成
っ
て
お
り
、
東
郷
町
は
松
崎
・
東
郷
・
花
見
・
舎
人
の
各
町
村
の
合
併
で
で
き
た
も
の
で
、
こ
れ
も
近
世
に
は
松
崎
・
引
地
・
小

鹿
谷
・
田
畑
・
国
信
・
別
所
・
方
面
・
高
辻
・
川
上
・
中
興
寺
・
久
見
・
長
和
田
・
長
江
・
門
田
・
佐
美
・
埴
見
・
羽
衣
石
・
野
花
・
方

地
・
藤
津
・
宮
内
・
野
方
・
白
石
・
漆
原
・
北
福
の
諸
集
落
が
存
在
し
て
い
た
。

東
郷
池
と
そ
の
周
辺
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
は
、
条
里
研
究
を
も
含
め
て
、
岩
永
実
の
報
告
(
鳥
取
県
に
お
け
る
条
里
地
域
の
研
究
、
第
E

報
l
l
鳥
取
大
学
学
芸
学
部
研
究
報
告

第一

O
巻

第
二
号

昭
和
三
四
年
)
が
あ
る
、
が
、

近
年
鳥
取
県
資
源
開
発
局
に
よ
る
「
鳥
取
県
水
理



地
質
図
」
と
「
水
理
地
質
図
説
明
書
正
(
昭
和
三
九
年
)

K
E
E
l
X
の
「
東
郷
池
周
辺
温
泉
調
査
報
告
川
」

-
続
(
昭
和
四
一
年
)
、
な
ら
び
に
鳥
取
県
厚
生
部
刊
行
の
「
鳥
取
県
温
泉
調
査
報

(
工
業
技
術
院
地
質
調
査
所
、
温
泉
グ
ル
ー
プ

昭
和
四
O
年
)

-
「
東
郷
池
周
辺
温
泉
調
査

報
告
凶
」
(
同
上

昭
和
四
一
年
)
に
詳
細
な
研
究
報
告
が
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
そ
れ
ら
を
要
約
す
る
と
、
付
近
一
帯
は
中
生
代
末

1
新
生
代

古
第
三
紀
に
形
成
さ
れ
た
山
陰
花
崩
石
と
、
こ
れ
を
覆
う
新
第
三
紀
末
鮮
新
世
に
噴
出
し
た
火
山
岩
類
(
安
山
岩
熔
岩
・
玄
武
岩
溶
岩
)

が
基
盤
を
な
し
、
そ
の
上
部
に
第
四
紀
堆
積
物
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。
地
質
構
造
上
、
東
郷
池
を
中
心
に
東
北

l
西
南
方
向
と
や
や
不

確
実
な
が
ら
東
西
方
向
の
交
互
す
る
断
層
線
が
走
っ
て
い
る
か
ら
、
東
郷
池
の
基
本
的
成
立
は
、
二
つ
の
断
層
線
に
よ
っ
て
で
き
た
構
造

谷
で
あ
り
、
そ
れ
が
海
進
に
よ
っ
て
溺
谷
と
な
り
、
そ
の
後
卓
越
風
に
よ
る
砂
土
の
移
動
堆
積
で
堰
止
湖
(
麟
水
湖
)

に
変
化
し
、

や
カミ

松尾神社領イ白誉回東郷庄の一考察

て
天
神
川
の
運
ぶ
河
川
堆
積
物
に
よ
っ
て
逐
次
、
北
西
の
方
向
か
ら
池
面
の
縮
小
が
始
ま
り
、
そ
れ
と
と
も
に
断
水
性
か
ら
汽
水
性
の
淡

水
湖
へ
と
変
遺
過
程
を
た
ど
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
1
図
に
見
ら
れ
る
如
く
水
深
は
平
均
二
・
二
一
メ
ー
ト
ル
程
度
に
過
ぎ
な
い
が
、
北

l
北
西
部
が
浅
く
、
南
部
が
や
や
深
い
。
こ
れ
は

池
中
に
注
ぐ
各
河
川
の
集
水
面
積
の
大
小
と
、

ま
た
そ
れ
に
よ
る
土
砂
の
堆
積
量
に
比
例
す
る
。
例
え
ば
西
岸
の
羽
合
平
野
で
は
地
下
七

0
メ
ー
ト
ル
前
後
で
基
盤
の
火
山
砕
層
岩
類
や
凝
灰
岩
に
達
し
、
そ
れ
よ
り
上
部
は
す
べ
て
第
四
紀
の
堆
積
で
あ
る
砂
・
粘
土
の
互
層
で

あ
る
の
に
対
し
、
南
岸
の
東
郷
町
域
で
は
同
じ
く
六

0
1九
0
メ
ー
ト
ル
で
基
盤
の
凝
灰
岩
・
花
山
岡
岩
に
達
す
る
が
、
そ
の
上
部
に
は
か

な
り
の
厚
み
で
疎
層
が
見
ら
れ
、

い
わ
ゆ
る
第
四
紀
の
河
川
堆
積
と
判
断
で
き
る
砂
・
粘
土
層
は
二

0
メ
ー
ト
ル
前
後
に
過
ぎ
な
い
。
こ

の
自
然
条
件
か
ら
、
羽
合
平
野
の
方
が
土
壌
も
肥
沃
で
あ
り
、
農
耕
に
便
で
あ
っ
た
た
め
、
早
く
開
墾
が
進
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。
事
実

条
里
遺
構
は
羽
合
平
野
に
広
く
展
開
し
て
お
り
、
東
郷
町
域
で
は
諸
河
川
流
域
に
小
規
模
に
分
布
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
ま
た

43 

一
面
に
お
い
て
、
土
地
自
体
の
安
定
度
は
東
郷
町
側
に
高
く
、
旧
天
神
川
筋
の
羽
合
平
野
で
は
屡
々
氾
濫
が
あ
り
、
近
世
に
入
っ
て
天
神
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中分図的湖岸

を宮内~'\'.，e\明叫勺'，3"".吟時

点:，i(p寺の湖岸

-・同国旬a・・・-・・・
現在の湖岸

~l.O_ー

現在の水深線

l
 

I
 

l
 

7l<: 用

川
筋
の
付
替
に
よ
っ
て
、

よ
う
や
く
安
定
し
た

と
い
う
自
然
条
件
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
知
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

一一、

「
東
郷
庄
和
与
中
分
図
」
の
歴
史

的
背
景

東郷 i也の湖岸線

絵
図

「
東
郷
庄
和
与
中
分
図
」
の
裏
面
に

は
、
こ
の
図
が
領
家
と
地
頭
と
の
和
与
中
分
に

よ
っ
て
、

め
で
た
く
正
嘉
二
年
十
一
月
に
作
成

調
印
さ
れ
た
い
き
さ
つ
が
諒
さ
れ
て
い
る
。
正

第 1図

嘉
二
年
は
鎌
倉
時
代
、
執
権
北
条
時
頼
出
家
後

二
年
の
一
二
五
八
年
に
当
る
。
こ
の
図
を
通
し

て
知
り
得
る
事
実

奔マは
マ作

並 L 成

産T
わ
ず
カミ

調
~p 

者
で
あ
る
「
沙
弥

政
久
」
の
名
に

過
ぎ
な
い
。
京
都
松
尾
神
社
所
蔵
文
書

(
京
都

大
学
文
学
部
国
史
学
研
究
室
筆
写
本
)
に
も
絵
図
に

関
す
る
史
料
は
見
出
せ
な
い
。
現
地
に
も
全
く
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何
一
つ
史
料
は
残
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
と
き
に
筆
者
は
フ
ィ
ル
ド
ワ

l
ク
の
聴
取
の
際
偶
然
、
東
郷
庄
の
地
頭
の
子
孫
が
現
存
す
る

こル」、

し
か
も
神
戸
市
内
に
居
住
す
る
こ
と
、
同
家
に
系
図
を
所
蔵
す
る
事
実
を
知
り
、
直
接
同
氏
を
訪
ね
、
そ
の
好
意
に
よ
り
系
図
の

嫁
影
が
で
き
、
そ
れ
に
基
く
若
干
の
考
証
が
可
能
と
な
っ
た
o

従
っ
て
唯
一
の
資
料
が
こ
の
系
図
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
信
湿
性

が
問
題
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
検
討
は
別
な
機
会
に
譲
り
、
筆
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
(
第
1
表
)
O

種
平

下
回与

l
家
行

i
l
(下
略
)

原田系図の一部

山 1

1人l

山

i
信
康

ll(下
略
)

-
信
定

1
l

第 1表

-
信
平
til-

i
信
忠

l
l
(下
略
)

-
宣
行

l
宣
政

l
女
子

ー
宣
縄
|
|
|
(
下
略
)

原
田
系
図
に
よ
る
と
原
田
氏
の
遠
祖
は
帰
化
系
で
あ
り
、
伯
蓄
の
原
田
氏
は
平
安
時
代
末
に
却
代
の
原
田
種
頼
が
伯
者
守
と
名
乗
っ
て
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い
る
。
註
は
「
伯
州
河
村
東
郡
司
、
自
此
末
葉
有
伯
州
」
と
誌
し
て
い
る
が
、
正
確
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
大
約
十

1
十
一
世
紀
ご
ろ

で
あ
ろ
う
o

し
か
し
泊
代
頼
平
が
、
私
領
の
笥
賀
庄
を
冷
泉
院
北
政
所
に
寄
進
し
て
い
る
。
冷
泉
院
の
院
政
期
聞
は
九
八
四

t
一
O
一一
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年
に
わ
た
る
か
ら
、

現
は
弘
代
家
平
で
、
東
郷
太
郎
左
衛
門
尉
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、
同
じ
伯
奮
国
の
西
部
の
豪
族
と
争
っ
て
治
承
三
年
(
一
一
七
九
)

こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
十
世
紀
か
ら
す
で
に
伯
奮
国
の
東
部
に
勢
力
を
張
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
東
郷
の
地
名
の
出戦

死
し
て
い
る
o

後
述
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
記
録
さ
れ
た
各
代
毎
の
墓
所
の
位
置
か
ら
推
す
と
、
当
該
原
田
氏
は
伯
奮
の
東
部
か
ら

進
出
し
て
、
西
部
に
進
も
う
と
し
た
が
、

泊
代
以
降
は
し
だ
い
に
東
郷
池
を
中
心
と
し
た
地
域
に
固
定
し
、

一
方
東
郷
の
南
側
の
山
を
越

え
た
三
朝
の
谷
や
竹
田
の
谷
に
進
出
を
試
み
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
o

そ
し
て
こ
の
系
図
に
よ
る
と
4
代
(
十
五
世
紀
ご
ろ
)

か
ら
、

南

条

山

名

l
尼
子
|
毛
利
の
争
い
の
中
に
ま
き
込
ま
れ
、
そ
こ
す
ら
も
追
わ
れ
て
四
散
し
、
江
戸
時
代
に
は
毛
利
藩
に
仕
え
て
明
治
に

及
ぶ
の
で
あ
る
。

さ
て
本
筋
に
一
戻
っ
て
、
戦
死
し
た
家
平
の
二
子
の
種
平
・
信
平
は
そ
れ
ぞ
れ
成
人
し
て
種
平
は
勿
賀
地
頭
と
な
り
、
信
平
は
東
郷
の
地

頭
と
な
っ
た
(
信
平
が
特
に
東
郷
七
郎
左
衛
門
尉
を
名
乗
っ
て
お
り
、
次
に
述
べ
る
記
事
か
ら
そ
の
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
)
0

こ
の
信
子

の
頃
に
「
此
時
以
私
領
寄
進
松
尾
社
、
今
ハ
東
郷
庄
内
ナ
カ
ウ
タ
(
長
和
田
)
是
也
L

と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
信
平
は
明
ら
か
に
東
郷

の
地
を
支
配
し
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
従
来
、
東
郷
庄
と
松
尾
神
社
と
の
関
係
が
明
ら
か
で
な
く
、

寄
進
の
時
代
も
不
明
で
あ
っ
た

ヵ:

こ
の
註
記
に
よ
り
、
す
く
な
く
と
も
一
一
七
九
年
以
降
の
あ
る
時
期
に
、
松
尾
神
社
が
東
郷
庄
の
領
家
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
る
。
ま
た
延
徳
二
年
(
一
二
四

O
)
閏
八
月
五
日
付
の
松
尾
神
社
文
書
に
、

「
伯
雪
国
東
郷
庄
領
家
職
の
役
目
を
地
頭
が
押
領
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
幾
度
か
御
成
敗
が
あ
っ
た
が
実
行
し
て
く
れ
な
い
。
云
々
」
と
出
て
い
る
か
ら
一
二
四

O
年
以
前
に
、
す

で
に
松
尾
神
社
が
東
郷
庄
の
領
家
と
な
っ
て
い
た
点
も
明
白
で
あ
り
、
寄
進
し
て
す
ぐ
押
領
す
る
筈
が
な
い
と
す
れ
ば
ま
ず
十
二
世
紀
末

を
寄
進
の
時
期
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
o

し
か
し
十
二

l
十
三
世
紀
に
か
け
て
幕
府
体
制
が
確
立
し
、
地
方
政
治
に
守
護
・
地
頭
の
勢
力
が

伸
長
し
て
く
る
o

従
っ
て
領
家
と
は
名
儀
的
な
存
在
で
あ
り
、
守
護
・
地
頭
の
押
領
は
各
地
で
起
こ
っ
て
く
る
o

そ
の
紛
糾
は
当
然
幕
府



に
訴
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
幕
府
は
和
解
の
一
方
法
と
し
て
、
下
地
の
交
換
分
合
と
も
い
え
る
「
和
与
中
分
之
法
」
を
各
地

で
実
施
に
移
し
始
め
た
こ
と
が
、
吾
妻
鏡
の
巻
七
、
文
治
四
年
(
一
一
八
八
)
、
同
巻
十
七
、
元
久
二
年
ご
二

O
五
)

に
出
て
く
る
o

従

っ
て
、
こ
こ
で
問
題
に
す
る
「
東
郷
圧
和
与
中
分
図
」
も
、
そ
の
一
連
の
動
き
の
中
で
、
正
嘉
二
年
(
一
二
五
八
)
に
作
ら
れ
た
も
の
と

い
え
よ
う
o

さ
き
に
こ
の
絵
図
の
裏
書
き
に
作
成
年
月
と
調
印
者
の
名
が
あ
る
と
書
い
た
が
、
そ
の
名
と
原
田
系
図
の
関
連
は
ど
う
で
あ
る
の
か
。

東
郷
庄
を
松
尾
神
社
に
寄
進
し
た
信
平
に
は
家
行
・
信
康
・
信
定
・
宣
行
の
男
子
が
あ
り
、
う
ち
信
康
が
竹
田
地
頭
で
法
名
を
阿
奔
と
呼

ん
だ
註
記
が
あ
る
o

な
お
信
定
は
三
朝
地
頭
と
な
り
、
宣
行
は
芭
記
に
誤
り
が
な
い
と
す
れ
ば
鎌
倉
に
在
っ
て
御
成
敗
式
目
(
貞
永
式
目
)

の
草
案
を
作
成
し
た
人
物
だ
と
誌
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
、
仮
に
竹
田
地
頭
の
信
康
(
法
名
阿
究
)
が
中
分
図
に
署
名
し
、
宜
行
が
鎌
倉

松尾神社領伯番国東郷庄の一考察

で
御
成
敗
式
目
の
草
案
を
作
成
し
た
と
し
て
、
そ
の
年
次
を
比
較
す
る
と
、
前
者
は
正
嘉
二
年
(
一
二
五
八
)
、
後
者
は
貞
永
元
年
(
一
二

三
二
で
二
六
年
の
ひ
ら
き
が
あ
る
o

常
識
的
に
は
一
世
代
の
間
隔
で
あ
る
。
し
か
し
信
康
が
竹
田
地
頭
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
墓
所
が
、
土
地
を
松
尾
神
社
に
寄
進
し
た
父
の
信
平
と
同
じ
く
東
郷
庄
別
所
に
在
る
こ
と
、
信
定
の
子
(
信
康
の
甥
)
の
宣
政
が
文
、
氷

九
年
(
一
二
七
二
)
鎌
倉
で
討
死
し
て
い
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
信
康
の
世
代
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
無
理
で
あ
り
、
む
し
ろ
信
康
の
晩

に
中
分
図
が
作
ら
れ
、
末
弟
の
宣
行
が
若
い
時
代
に
鎌
倉
般
に
仕
え
て
貞
永
式
目
の
作
成

年
(
法
名
を
自
ら
署
名
し
た
点
も
考
慮
し
て
)

に
手
伝
っ
た
と
解
釈
す
れ
ば
、
同
世
代
で
あ
っ
て
も
起
り
得
る
可
能
性
は
あ
る
と
い
え
よ
う
。

47 

(
な
お
昭
和
四
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
羽

合
町
史
前
篇
で
は
、
御
成
敗
式
目
の
草
案
作
成
者
が
吾
妻
鏡
に
よ
る
と
法
橋
円
全
と
あ
る
た
め
、
信
康
兄
弟
の
孫
に
当
る
(
信
定
の
孫
)

良
全
を
こ
れ
に
擬
し
て
い
る
が
、
系
図
の
註
記
は
「
大
師
公
、
三
徳
山
領
湯
谷
院
主
」
と
あ
る
の
み
で
あ
り
、
良
全
を
一
二
三
一
一
年
の
前

後
の
人
物
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
在
年
代
の
明
白
な
家
平
以
下
四
代
が
五

0
年
間
に
圧
縮
さ
れ
る
矛
盾
が
出
て
く
る
)
0
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さ
て
「
東
郷
庄
和
与
中
分
図
」
は
以
上
の
如
き
背
景
の
中
で
、
領
家
、
地
頭
聞
に
作
ら
れ
た
が
、

」
れ
で
両
者
聞
の
紛
糾
が
一
掃
さ
れ

た
わ
け
で
な
く
、
紛
争
が
継
続
し
た
有
様
は
松
尾
神
社
文
書
の
貞
和
四
年
(
一
三
四
八
)
十
月
廿
五
日
付
の
も
の
、
寛
正
二
年
(
一
四
六

一
)
七
月
八
日
付
の
も
の
の
内
容
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
で
は
こ
の
絵
図
の
持
つ
意
識
は
全
く
短
期
間
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
、

歴
史
的
事
実
は
以
上
の
通
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
地
域
の
集
落
に
与
え
た
影
響
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い

て
、
最
後
の
項
で
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
東
郷
庄
和
与
中
分
図
」
の
内
容

絵
図
の
裏
書
き
の
内
容
は
「
今
、
領
家
と
地
頭
と
の
聞
に
和
与
中
分
が
成
立
し
た
。
す
な
わ
ち
道
路
の
あ
る
所
で
は
そ
の
道
路
を
以
て

両
者
の
境
界
を
定
め
、
道
路
の
な
い
所
で
は

(
地
図
上
)
そ
こ
に
朱
線
を
引
い
た
。
朱
線
の
部
分
は
両
者
が
協
力
の
上
で
堀
を
掘
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
東
西
に
分
け
る
中
分
の
仕
事
は
完
了
し
た
。
た
だ
し
田
畑
を
等
分
す
る
場
合
に
は
、
伯
井
田
(
羽
合
平
野
)

は
西
方
(
領

家
分
)

に
所
属
す
べ
き
で
あ
る
が
、

団
地
で
も
あ
る
の
で
(
別
途
東
西
線
を
引
く
こ
と
に
よ
り
)
東
方
(
地
頭
分
)

に
も
分
割
し
た
。
従

っ
て
馬
野
、
橋
津
、
伯
井
田
で
は
中
分
線
が
東
西
に
交
会
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
小
垣
(
地
域
名
)

の
所
で
は
北
条
河
(
旧
天
神

川
)
を
扶
み
東
西
両
側
と
も
東
分
(
地
頭
分
)
と
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
こ
の
絵
図
で
は
東
方
(
地
頭
分
)
・
西
分
(
領
家
分
)
と
も

そ
れ
ぞ
れ
明
記
し
て
あ
る
。
も
っ
と
も
南
方
の
境
界
に
つ
い
て
は
、
宣
福
寺
と
木
谷
寺
の
中
間
に
朱
線
を
入
れ
、
堀
を
掘
っ
た
が
、
堀
の

行
手
は
深
山
で
あ
り
、
峯
や
谷
が
続
く
た
め
と
う
て
い

(
完
全
に
)
掘
り
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
(
こ
の
場
合
に
は
)
境
界
の

朱
線
が
三
朝
郷
の
境
界
に
達
す
る
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
朱
線
の
通
り
に
ま
っ
す
ぐ
見
通
し
て
、
そ
れ
で
東
西
両
分
の
所
領
を
認
め

る
こ
と
に
し
た
」
と
な
っ
て
い
る
〔
(

)
内
は
筆
者
の
加
筆
J
o

な
お
こ
の
後
に
先
述
の
正
嘉
二
年
十
一
月
の
年
月
と
領
家
側
、
地
頭
側
の
署
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名
が
あ
る
と
と
も
に

別
行
で
異
筆
の
追
記

が
あ
る
の
が
興
味
を

ロ
コ
ノ
'
¥
O

は

そ
の

「
正
嘉
二
年
東
西
中

東郷庄和与中分図

分
の
絵
図
で
あ
る
。

正
嘉
二
年
か
ら
貞
和

二
年
ま
で
八
八
年
で

あ
る
」
と
あ
り
、
そ

の
二
は
「
右
正
嘉
の

第2図

年
号
か
ら
元
和
ま
で

二
六
三
年
で
あ
る
」

と
追
記
し
て
あ
る
こ

と
で
、
第
一
回
は
貞

和
二
年
(
一
三
四
六
)

に
こ
の
絵
図
が
改
め

て
意
義
を
確
認
さ
れ
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困伯御両国絵図 伯脅御国絵図

伊能中国

竺J
因伯御両国絵図

た
こ
と
を
物
語
る
(
前
掲
の
松
尾
神
社
文
書
の
貞
和
四
年
十
月
廿
五
日

付
史
料
で
は
相
変
ら
ず
両
者
聞
に
紛
争
が
起
こ
っ
て
い
る
)
0

第
一
一
回

在

は
元
和
年
間
の
確
認
で
あ
る
が
、
こ
の
方
は
江
戸
幕
府
に
よ
る
社
領
安

現

堵
の
手
段
に
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
裏
書
き
通
り
の
作
業
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

」
の
絵
図
は
専

門
家
の
手
を
通
し
、
実
測
お
よ
び
製
図
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

)

現
日

表

町
山
図

~

地
問
山
の

山
地
表
現
に
比
較
し
た
場
合
、
そ
の
輪
格
に
お
い
て
近
世
の
も
の
よ
り
意
外

昨
帝
に
正
確
で
あ
る
。
細
か
な
部
分
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
既
に
自
然
環
境

4

図
μ
刊
の
項
で
述
べ
た
如
く
デ
ル
タ
の
進
展
が
加
わ
っ
て
い
る
点
を
割
引
か
ね

文

ば

な

ら

な

い

。

前

掲

第
1
図
の
地
形
図
で
示
さ
れ
た
洪
水
時
の
湖
岸
線

る
。
第

2
図
は
松
尾
神
社
旧
蔵
の
原
本
の
写
真
版
を
筆
者
が
ト
レ
ー
ス

し
た
も
の
で
あ
る
、
が
、
こ
の
図
の
東
郷
池
を
、
第

3
図
の
年
代
別
地
図

(
昭
和
四

O
年
九
月
の
鵬
風
二
二
号
に
よ
る
影
響
)
が
、

こ
の
中
分
図

慶応3年(1867)

の
東
郷
池
の
輪
格
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
事
実
か
ら
推
し
て
も
、
中
分
図
作

成
、
が
当
時
の
高
い
技
術
を
以
で
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
方
法
で
測
量
を
実
施
し
た
か
は
推
定
の
他
は
な
い
が
、

第
4
図
に
示
さ
れ
る
如
き
地
点
か
ら
角
度
を
測
り
、
池
上
お
よ
び
道
路
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距
離
を
測
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位

置
を
出
す
方
法
を
採
用
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば

東郷池の測量法

久
山
切
〉
わ
や

k
k
r
n
u
の
如
き

は
、
現
地
に
お
け
る
筆
者
の
測
定

値
と
完
全
に

一
致
す
る
。
従
つ

て
東
郷
池
南
半
の
図
型
は
距
離
の

第4図

上
で
多
小
の
問
題
は
あ
る
が
、
う

ま
く
描
け
て
い
る
o

た
だ
北
半
の

池
型
は
、
測
線
の
角
度
が
実
測
の

角
度
と
著
し
く
異
な
る
た
め
、
す

べ
て
の
部
分
が
一
二

O
度
程
東
偏
す

証
は
な
い
。

離
も
縮
ま
っ
て
図
型
を
真
の
姿
か
ら
遠
ざ
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
他
距
離
測
量
に
池
中
の
舟
を
利
用
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
確

る
と
と
も
に
、
そ
の
南
北
聞
の
距

51 

四
、
羽
合
平
野
の
集
落
に
つ
い
て
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集
落
の
考
証
に
使
っ
た
資
料

は
、
前
掲
の
松
尾
神
社
所
蔵
文

書
・
同
和
与
中
分
図
の
他
に
川
羽

合
町
役
場
所
蔵
・
寛
、
水
十
年
(
一

六
一
二
三
)
河
村
郡
長
瀬
村
田
方
畑

羽合平野の集落と村域

方
地
詰
帳
、

間
同
・
安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
長
瀬
村
田
方
縄
入

帳
が
文
書
的
史
料
に
役
立
ち
、
地

図
類
で
は
同
じ
く
羽
合
町
役
場
所

蔵
の
天
保
十
二
年
(
一
八
四
一
)

第 5図

作
成
の
赤
池
村
田
畑
地
続
全
図
、

同
十
三
年
の
上
浅
津
村
・
下
浅
津

村
・
光
吉
村
の
各
国
畑
地
続
全

図
、
同
十
四
年
の
南
谷
村
田
畑
地

続
全
図
、
同
十
五
年
の
長
瀬
村
・

水
下
村
・
田
後
村
の
田
畑
地
続
全

図
を
利
用
し
た
o

以
上
の
諸
資
料



に
基
い
て
作
成
し
た
羽
合
平
野
の
集
落
概
念
図
が
第
5
図
で
あ
る
。

和
与
中
分
図
で
は
羽
合
平
野
の
全
面
に
水
田
記
号
が
描
か
れ
、
当
時
こ
こ
が
一
連
の
水
団
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

水
団
地
帯
を
「
広
熊
路
」
と
呼
ぶ
南
北
の
中
分
線
で
西
郷
と
区
別
さ
れ
、

「
紫
縄
手
」
と
書
か
れ
た
東
西
中
分
線
で
地
頭
と
領
家
が
所
領

を
分
け
合
っ
て
い
る
o

こ
う
し
た
中
分
線
は
既
存
の
条
里
区
画
線
に
は
無
関
係
に
引
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
条
里

制
が
そ
の
意
味
を
失
っ
た
中
世
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
近
世
の
村
境
(
上
・
下
浅
津
村
、
求
下
村
)
が
中
分
線
に
規
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
中
分
線
と
村
境
と
が
著
し
く
不
一
致
の
場
合
が
長
瀬
村
と
上
浅
津
と
の
聞
に
見
ら
れ
る
。

「
和
与
中
分
図
」
で
は
前
述
の
如
く
伯
井
田
の
地
域
名
以
外
に
記
載
が
な
い
。
従
っ
て
集
落
に
関
す
る
実
情
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
絵

図
に
民
家
と
思
わ
れ
る
描
写
が
、
紫
縄
手
の
中
分
線
(
東
西
線
)
を
境
に
地
頭
分
で
は
湖
岸
に
一
ケ
所
、
領
家
分
で
は
湖
岸
に
一
ケ
所
、
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旧
天
神
川
沿
い
に
二
ケ
所
見
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
、
当
時
は
集
落
が
領
家
分
に
多
く
、
地
頭
分
に
少
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し

た
中
分
図
の
集
落
を
第
5
図
に
あ
て
て
み
る
と
、
領
家
分
の
そ
れ
は
下
浅
津
と
光
吉
・
水
下
に
相
当
す
る
か
ら
、
問
題
は
な
い
が
、
地
頭

分
で
は
、

ま
ず
湖
岸
の
集
落
位
置
に
現
在
集
落
が
全
く
な
い
。
現
在
の
上
浅
津
は
中
分
線
に
沿
っ
て
い
る
か
ら
、
当
時
存
在
し
て
い
た
と

す
れ
ば
描
き
落
す
筈
が
な
い
。
や
は
り
こ
こ
に
は
な
く
、
絵
図
通
り
の
場
所
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
現
在
の
赤
池
も
絵

図
に
な
い
か
ら
、
当
時
は
な
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
現
在
の
水
下
・
田
後
・
長
瀬
の
集
落
は
、
西
郷
に
属
し
た
り
、
北
条

郷
に
入
っ
た
り
し
て
い
て
、
直
接
こ
の
中
分
図
と
関
係
な
か
っ
た
た
め
集
落
を
省
略
し
た
可
能
性
が
あ
る
o

次
に
集
落
(
屋
敷
地
)
と
村
域
と
の
関
連
を
眺
め
て
み
る
。
た
だ
し
絵
図
の
方
は
中
分
線
以
外
に
境
界
の
描
写
が
な
い
の
で
、
推
量
の

他
は
な
い
が
、
羽
合
平
野
が
デ
ル
タ
で
あ
る
限
り
、
濯
甑
用
水
系
統
に
お
い
て
、
上
・
下
浅
津
村
は
不
利
で
あ
り
、
従
っ
て
集
落
形
成
が
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光
吉
や
長
瀬
・
水
下
よ
り
も
お
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
o

長
瀬
・
水
下
に
関
す
る
資
料
は
な
い
が
、
光
士
口
に
つ
い
て
『
鳥
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取
県
神
社
誌
』
(
昭
和
九
年
)
の
収
録
す
る
村
社
松
尾
神
社
(
現
在
、
羽
合
平
野
の
対
岸
、
東
郷
町
旧
花
見
村
野
花
字
西
ノ
上
に
位
置
す
る
)

の
記
事
は
注
意
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
創
立
年
月
不
詳
。
当
社
は
羽
合
の
郷
光
吉
村
に
鎮
座
せ
ら
れ
、
羽
合
郷
、
花
見
郷
の
惣
氏
神
と
称

し
(
中
分
図
に
よ
る
と
両
郷
と
も
領
家
分
で
あ
る
)
奉
杷
し
来
た
り
し
が
、
年
月
不
詳
(
恐
ら
く
近
世
に
入
っ
て
か
ら
と
想
像
さ
れ
る
)
、

の
脅
』
ょ
う

洪
水
の
た
め
社
股
流
れ
て
野
花
村
江
渚
浜
薮
と
云
う
所
に
漂
着
せ
ら
れ
、
設
に
光
吉
村
を
始
め
羽
合
郷
氏
子
一
同
は
社
を
界
ぎ
奉
り
、
元

社
地
に
斎
き
奉
ら
ん
と
せ
し
も
、
御
神
慮
を
恐
み
其
佳
社
地
を
聞
き
奉
妃
せ
し
由
、
後
今
の
地
に
遷
し
奉
れ
り
と
。
此
の
浜
簸
の
地
は
当

社
の
御
神
幸
の
御
旅
所
と
定
め
、
今
に
関
係
を
絶
た
ず
、
光
吉
村
に
は
今
に
松
屠
屋
敷
と
称
す
る
字
を
存
せ
り
、

(
現
在
は
こ
の
名
称
が

な
い
。
古
屋
敷
の
俗
称
で
あ
ろ
う
)
是
れ
元
の
鎖
座
地
た
り
、
尚
社
祭
日
に
は
松
尾
大
明
神
と
記
さ
れ
た
る
峨
を
建
て
て
祭
れ
る
習
慣
羽

合
郷
に
失
わ
ざ
る
は
、

此
縁
故
に
依
る
も
の
に
し
て
、

何
時
の
頃
よ
り
氏
子
分
離
せ
し
か
明
か
な
ら
ざ
る
は
甚
だ
遺
憾
な
り
o
」
と
あ
っ

て
距
離
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
領
家
分
で
あ
る
た
め
松
尾
神
社
を
祭
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
光
吉
の
松
尾
神
社
が
花
見
の

野
花
に
漂
着
し
た
と
い
う
の
は
伝
承
で
あ
り
、
光
士
口
の
分
霊
を
野
花
に
設
け
た
と
い
う
こ
と
、

た
ま
た
ま
水
害
が
あ
っ
て
光
士
口
の
松
尾
神

社
が
流
さ
れ
る
と
と
も
に
、
光
吉
村
自
体
が
こ
の
た
め
衰
退
し
て
こ
う
し
た
伝
承
の
形
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

上
・
下
浅
津
村
境
が
中
分
線
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
当
時
既
に
存
在
し
て
い
た
浅
津
村
が
中
分
線
に
よ
り
領
家
分
と
地
頭
分
に
二

分
さ
れ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
o

も
ち
ろ
ん
中
分
図
の
で
き
た
こ
ろ
は
未
分
化
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
前
掲
松
尾
神
社
文
書
の

一
つ
、
明
徳
三
年
(
一
三
九
二
)
正
月
十
一
日
付
の
譲
状
に
「
譲
与

別
相
伝
社
領
所
々
事
(
中
略
)

一
伯
者
国
東
郷
庄
内
浅
津
預
所
職

井
西
山
分
其
他
新
田
参
町

在
所
ニ
於

段
別
五
百
文
:
・
」
と
あ
っ
て
、
上
・
下
の
区
別
は
な
く
、

た
だ
領
家
分
の
中
に
、
地
頭
に
よ
り

徴
税
の
役
目
を
代
行
し
た
浅
津
の
集
落
の
存
在
が
明
白
と
な
る
。
絵
図
の
位
置
は
現
在
の
下
浅
津
に
相
当
す
る
か
ら
、

」
こ
か
ら
現
在
の
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中
分
線
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長

.J二;支;下分

量

長 j頼分口
図
白

村3工長

その{也分長江分

水下分

上
浅
津
の
集
落
が
祈

出
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
光
土
口
の
村
落
は
浅

長瀬村東部における入組状況

津
よ
り
形
成
が
古
い

と
思
わ
れ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
村
境
は
下

浅
津
・
赤
池
二
村
に

押
さ
れ
て
不
規
則
状

を
呈
し
て
い
る
。
こ

れ
は
前
述
の
洪
水
に

第 B図

よ
る
村
の
衰
退
が
何

ら
か
関
係
を
持
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ

る。
」
れ
に
比
較
し
て

長
瀬
村
境
は
、

カミ

ペコ
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-四H ・H ・日日日中世湖岸線...rν}現手I湖岸線

~近世の畑田で苧アで~ iE世埋立地

て
中
分
線
以
西
、
特
に
旧

天
神
川
左
岸
が
中
心
で
あ

っ
た
筈
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
村
境
が
中
分
線

の
以
東
に
進
出
し
、
上
浅

上浅津村と集落

津
村
(
古
く
は
地
頭
分
の

浅
津
)

を
押
し
つ
け
た

形
で
あ
る
o

こ
う
し
た
村

境
は
恐
ら
く
近
世
に
な
っ

て
確
立
し
た
も
の
で
あ
ろ

第7図

ぅ
。
し
か
し
村
境
は
変
遷

を
見
た
と
し
て
も
、
古
い

村
落
生
活
内
容
ま
で
が
、

す
べ
て
村
境
の
変
化
に
応

じ
て
行
わ
れ
た
と
は
い
え

ま
い
。
換
言
す
る
と
、

ラー

」

の
絵
図
に
引
か
れ
た
中
分



線
の
影
響
が
根
強
く
残
っ
て
い
て
、
土
地
所
有
関
係
に
お
い
て
村
相
互
の
入
組
み
の
形
が
残
る
と
い
う
状
態
で
新
し
い
近
世
村
落
の
村
界

が
成
立
し
た
と
見
る
の
で
あ
る
。

第
6
図
は
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
地
図
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
長
瀬
村
域
で
あ
り
な
が
ら
、
他
の
部
分
に
比
べ
て
、
中
分
線

(
東
西
の
紫
縄
手
、
南
北
の
広
熊
路
)
で
固
ま
れ
た
部
分
、
す
な
わ
ち
近
世
に
お
い
て
隣
村
に
喰
い
込
ん
だ
部
分
に
著
し
く
他
村
の
土
地
が

多
い
こ
と
が
わ
か
る
o

特
に
上
浅
津
分
と
の
入
組
が
明
白
で
あ
る
が
、
長
江
村
と
の
聞
に
も
村
界
の
変
動
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
絵
図
に
見
え
て
、
現
在
全
く
集
落
の
存
在
し
な
い
上
浅
津
村
の
例
を
考
え
て
み
た
い
。
絵
図
の
距
離
が
正
確
で
な
い
点
に
つ

い
て
は
先
き
に
述
べ
た
が
、
当
時
既
に
上
浅
津
の
集
落
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
中
分
線
の
近
く
に
措
く
筈
で
、
そ
れ
程
距
離
を
誤
る
こ
と

は
あ
り
得
な
い
。
従
っ
て
絵
図
の
そ
れ
が
上
浅
津
集
落
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
る
と
第
7
図
に
示
さ
れ
る
字
古
屋
敷
(
江
戸

松尾神社須伯番国東郷庄の一考察

末
期
の
村
絵
図
に
は
既
に
こ
と
ご
と
く
耕
地
で
、

た
だ
一
ケ
所
屋
敷
田
と
名
付
け
ら
れ
る
耕
地
が
見
ら
れ
る
)
が
第
一
の
候
補
地
と
な

る
。
し
か
し
中
分
図
の
集
落
の
位
置
に
合
わ
な
い
。
第
二
の
候
補
地
が
、
字
餅
ケ
坪
・
七
反
ケ
坪
を
中
心
と
し
た
畑
田
の
存
在
で
あ
る
。

こ
の
位
置
は
中
分
図
に
良
く
一
致
す
る
。
園
地
の
中
か
ら
宅
地
と
畑
地
が
分
離
す
る
の
が
、
古
代
末
か
ら
中
世
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ

の
畑
田
が
、
宅
地
の
北
方
へ
の
移
動
に
よ
り
、
畑
の
方
の
み
が
取
残
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
近
世
の
村
絵
図
に
出
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
ま
た
現
在
の
上
浅
津
の
集
落
に
氏
神
の
社
が
な
く
、

そ
れ
が
七
反
ケ
坪
の
東
方
、
字
宮
の
元
に
あ
る
こ
と
も
、
第
二
の
候
補
地
を
よ

り
有
力
に
す
る
原
因
で
あ
る
o

次
に
当
時
の
集
落
形
態
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
す
く
な
く
と
も
上
浅
津
の
場
合
は
完
全
な
集
落
と
は
い
い
難
く
、
弱
い
凝
集
と
い
う
の

が
適
当
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
、
が
却
っ
て
ま
た
集
落
の
北
方
移
動
を
容
易
な
ら
し
め
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
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何
故
集
落
が
移
動
し
た
か
に
つ
い
て
の
理
由
は
現
在
の
段
階
で
は
依
る
べ
き
資
料
が
な
く
明
ら
か
に
で
き
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
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本
文
中
の
引
用
文
其
他
で
(
)
内
に
示
し
た
も
の
は
、
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
注
記
、
解
釈
で
あ
る
。
ま
た
本
研
究
は
谷
岡
武
雄
を
代
表
者
と
し
た

昭
和
四
十
二
年
度
文
部
省
科
学
研
安
費
(
綜
合
研
究
)
に
よ
る
『
散
村
の
起
源
と
構
造
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
の
分
担
項
目
「
古
地
図
に
よ

る
古
代
・
中
世
集
落
の
研
究
」
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。




